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―令和元年度施政方針と予算のあらまし―
詳しくは 詩財政課☎788－4905

　２月21日㈭から開催された３月定例市議会で、当初予算案が可決されました。
　予算総額は、一般会計、特別会計、公共下水道事業会計を合わせて394億5,108万９千円で、
前年度に比べると3.0％の増額となっています。

会計別の予算

会　計　名 予 算 額 前年度比

一　般　会　計 24,057,000 4.6%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 7,509,000 1.0%

介 護 保 険
特 別 会 計 5,362,000 3.2%

後期高齢者医療
特 別 会 計 1,071,000 3.2%

公共下水道事業
会　　　　　計 1,452,089 △12.2%

合　　計 39,451,089 3.0%
小数点第２位を四捨五入

（単位：千円）

当 予 あの ま し初 算 ら

　

歳
入
総
額
は
、
240
億
５
，

７
０
０
万
円
で
、
前
年
度

よ
り
４.６
％
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

歳
入
で
最
も
多
い
の
は
、

市
税
（
市
民
税
、
固
定
資

産
税
な
ど
）
で
43
・
０
％
を

占
め
、
103
億
３
，
２
９
２

万
５
千
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
次
に
多
い
の
が
国

庫
支
出
金
で
35
億
１
，
６

２
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

以
下
、
市
債
、
地
方
交
付
税
、

繰
入
金
、
県
支
出
金
、
と
続

い
て
い
ま
す
。

　

歳
出
総
額
も
歳
入
と
同
じ

240
億
５
，
７
０
０
万
円
で
す
。

　

歳
出
で
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
の
101
億
518
万
２
千
円

で
42
・
０
％
を
占
め
、
次
に
、

総
務
費
31
億
３
，
４
４
５
万

９
千
円
、
以
下
、
土
木
費
、

公
債
費
、
衛
生
費
、
教
育
費
、

と
続
い
て
い
ま
す
。

歳
入

歳
出

一
般
会
計
内
訳

夢と希望を未来へ
令
和
元
年
度

施
政
方
針
（
要
旨
）

桶川市長
小 野 克 典

の
速
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

と
い
っ
た
情
報
通
信
技
術
は
目
覚

ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、
さ
ら
に
Ａ

Ｉ
な
ど
の
人
工
知
能
は
、
私
た
ち

の
生
活
や
仕
事
に
お
い
て
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
経
済
面
で
は
、
バ
ブ
ル
景

気
で
始
ま
り
、
そ
の
崩
壊
と
空
白

の
20
年
、
そ
し
て
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
を
経
て
、
現
在
、
景
気
は
よ
う

や
く
回
復
基
調
に
あ
る
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
な

ど
の
震
災
や
、
２
０
０
０
年
代
以

降
頻
発
す
る
豪
雨
災
害
へ
の
対
応

か
ら
、
防
災
対
策
の
重
要
性
や
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
改
め
て
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
本
市
の
歴
史
を
振
り
返

　

市
民
の
皆
様
か
ら
信
託
を
頂
き
、

市
政
２
期
目
の
重
責
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
か
ら
、
折
り
返
し
と

な
る
３
年
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
多
く
の
市
民
や
議
会

の
皆
様
の
御
指
導
、
御
協
力
を
頂

き
な
が
ら
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
全
力
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
天
皇
陛
下
の
御
退
位

と
皇
太
子
殿
下
の
御
即
位
に
よ
り
、

平
成
と
い
う
時
代
か
ら
、
令
和
と

い
う
新
た
な
時
代
が
ス
タ
ー
ト
す

る
年
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
と
い
う
時
代
の
30
年
を
振

り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
時
の
流
れ

に
当
た
り
ま
し
て
は
、
中
長
期
的

な
施
策
展
開
を
見
据
え
、
５
つ
の

重
点
分
野
と
し
て
「
こ
ど
も
が
輝
き
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」、「
高
齢
者
が
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」、「
安
心
安
全
で

利
便
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
」、「
に
ぎ
わ
い
や
活
力
に
満
ち

あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」
及
び
「
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
の
着
実
な
推
進
」
を
位

置
付
け
、
優
先
的
に
予
算
措
置
を

講
じ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
市
政
に
対
し
ま
す
よ
り
一
層

の
御
指
導
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施

政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
（
各
分
野
の
個
々
の
事
業
の
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
以

降
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

参
照
く
だ
さ
い
。）

り
ま
す
と
、
現
在
の
発
展
は
、
中

山
道
の
宿
場
町
の
時
代
か
ら
脈
々

と
続
く
先
人
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
の
礎
の
上
に
あ
る
の
だ
と
い
う

こ
と
に
思
い
至
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
は
、
少
子
高
齢
・
人

口
減
少
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
課
題

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
人
た
ち
が

大
切
に
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
あ

る
桶
川
の
発
展
の
た
め
、
様
々
な

困
難
や
課
題
に
対
し
て
も
未
来
志

向
で
努
力
と
挑
戦
を
積
み
重
ね
な

が
ら
「
夢
と
希
望
を
未
来
に
つ
な

ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、

力
の
限
り
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
市
政
の
運
営
に
当
た

り
ま
し
て
は
、
厳
し
い
財
政
運
営

が
見
込
ま
れ
る
状
況
に
あ
っ
て
も
、

「
桶
川
市
第
五
次
総
合
振
興
計
画
」

の
実
現
に
向
け
、
必
要
な
施
策
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
展
開
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
当
初
予
算
の
編
成

民生費
101億518万
2千円

（42.0％）

総務費
31億3,445万
9千円

（13.0％）

土木費
26億8,762万
1千円

（11.2％）

教育費
19億5,675万7千円

（8.1％）

公債費
24億4,228万6千円
（10.2％）

衛生費
21億1,388万7千円

（8.8％）

消防費
10億2,071万5千円

（4.2％）

その他　　　　　　
5億9,609万3千円（2.5％）

市税
103億3,292万

5千円
（43.0％）地方交付税

20億1,000万円
（8.4％）

地方消費税交付金
12億3,000万円（5.1％）

繰入金
15億6,608万9千円

（6.5％）

市債
24億150万円
（10.0％） 国庫支出金

35億1,623万円
（14.6％）

市税
103億3,292万

5千円
（43.0％）地方交付税

20億1,000万円
（8.4％）

市債
24億150万円
（10.0％） 国庫支出金

35億1,623万円
（14.6％）

県支出金
15億3,604万2千円

（6.4％）

諸収入
3億4,226万8千円（1.4％）

使用料及び手数料
2億9,536万7千円（1.2％）

その他
8億2,657万9千円
（3.4％）

歳 入
240億5,700万円

歳 出
240億5,700万円

民生費
101億518万
2千円

（42.0％）

総務費
31億3,445万
9千円

（13.0％）

土木費
26億8,762万
1千円

（11.2％）

公債費
24億4,228万6千円
（10.2％）

衛生費
21億1,388万7千円

（8.8％）
一般会計 一般会計
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○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

150
万
４
千
円

　

今
年
度
か
ら
の
５
か
年
を
計
画
期
間
と

し
て
策
定
し
た
、
桶
川
市
第
四
次
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
広
報
・
啓
発
活
動
や
女
性

相
談
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

４
，
６
７
２
万
５
千
円

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を
図
る
た

め
、
各
種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
団
体
へ
補

助
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
町
会
・
自
治
会

な
ど
が
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
積
極

的
に
支
援
し
ま
す
。

○
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

508
万
５
千
円

　

市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
団
体
の
活
動

や
協
働
事
業
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
ま
す
。

○
協
働
提
案
事
業
補
助
金

100
万
円

　

市
民
活
動
の
活
性
化
や
市
民
と
行
政
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
協
働
提
案
事
業
実
施
団
体
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

○
桶
川
東
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業

800
万
円

　

待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
桶
川
東
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
受
入
児
童
数
の
拡
大
を

図
る
た
め
、
本
室
建
替
工
事
に
向
け
て
の

設
計
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

○
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修

事
業

１
，
５
８
０
万
円

　

新
た
な
地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
す
る
た
め
、
設
計
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

○
住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
設
置

費
補
助
金

650
万
円

　

住
宅
用
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
設

置
に
対
し
補
助
す
る
こ
と
で
、
環
境
へ
の

負
荷
の
少
な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

○
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

３
億
１
，
０
６
０
万
円

　

高
度
情
報
化
に
対
応
し
た
防
災
情
報
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
た
め
、
今
年
度
か

ら
の
２
か
年
で
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

○
消
費
者
行
政
推
進
事
業

496
万
２
千
円

　

消
費
者
安
全
確
保
地
域
協
議
会
を
運
営

○
教
育
相
談
員
配
置
事
業

97
万
円

　

小
学
校
で
の
児
童
の
学
校
生
活
の
様
子

を
把
握
し
、
い
じ
め
や
不
登
校
等
の
未
然

防
止
や
解
消
を
図
る
た
め
、
小
学
校
へ
教

育
相
談
を
行
う
教
育
相
談
員
を
２
名
配
置

し
、
児
童
本
人
や
保
護
者
に
対
し
て
面
談

や
電
話
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
事
業

27
万
５
千
円

　

今
年
度
か
ら
加
納
小
学
校
お
よ
び
川
田

谷
小
学
校
の
２
校
に
「
学
校
運
営
協
議

会
」
を
設
置
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
」
と
し
、
学
校
と
地
域
・
保
護
者

が
連
携
・
協
働
し
た
「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。

○
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
機

運
醸
成
事
業

65
万
円

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
た
機
運
を
醸

成
す
る
た
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ

道
路
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
西
側
大
通
り
線
整
備
事
業

１
億
81
万
１
千
円

　

今
年
度
内
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
、

引
き
続
き
道
路
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
道
の
駅
推
進
事
業２

，
２
８
５
万
７
千
円

　

地
域
の
魅
力
発
信
・
産
業
の
振
興
・
災

害
時
の
防
災
拠
点
と
な
る
「
道
の
駅
」
を

整
備
す
る
た
め
、
前
年
度
に
引
き
続
き
市

整
備
事
業
用
地
の
取
得
を
行
い
、
そ
の
進

捗
に
合
わ
せ
、
整
地
工
事
お
よ
び
整
備
事

業
者
選
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
旧
飛
行
学
校
整
備
事
業

１
億
８
，
６
０
９
万
７
千
円

　

今
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
、
文
化
財

建
造
物
で
あ
る
建
物
５
棟
（
守
衛
棟
、
車

庫
棟
、
兵
舎
棟
、
便
所
棟
、
弾
薬
庫
）
の

復
原
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
完
成
後
の

開
館
に
向
け
て
、
展
示
物
の
製
作
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

○
坂
田
公
共
施
設
運
営
事
業

１
億
３
，
６
５
５
万
円

　

市
民
の
交
流
や
活
動
を
通
じ
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
や
学
習
機
会
の
提
供

を
図
る
た
め
、
坂
田
地
区
に
お
い
て
、
坂

田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
坂
田

図
書
館
を
運
営
開
始
し
ま
す
。

○
小
中
学
校
老
朽
化
対
策
事
業

２
，
４
５
０
万
円

　
「
桶
川
市
学
校
施
設
老
朽
化
対
策
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
ト
イ
レ
等
改
修
工
事

を
予
定
し
て
い
る
日
出
谷
小
学
校
、
桶
川

中
学
校
お
よ
び
加
納
中
学
校
の
設
計
業
務

を
実
施
し
ま
す
。

す
る
な
ど
、
行
政
と
地
域
と
の
連
携
に
よ

る
消
費
者
の
見
守
り
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

○
土
地
区
画
整
理
推
進
事
業

１
億
８
，
０
０
０
万
円

　

良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、

土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す
る
上
日
出

谷
南
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
、

調
整
池
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
事

業
の
進
捗
が
図
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

○
駅
東
口
整
備
事
業３

億
２
，
７
８
８
万
円

　

駅
前
広
場
や
駅
東
口
通
り
線
な
ど
の
整

備
を
進
め
な
が
ら
、
安
全
で
、
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
桶
川
駅
東
口
周
辺
地
区
を
目
指
し

ま
す
。
今
年
度
は
、
引
き
続
き
駅
前
広
場

な
ど
の
用
地
の
取
得
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○
駅
自
由
通
路
改
修
事
業

２
億
円

　

桶
川
駅
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
前
年
度
に
着
手
し
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
供
用
開
始
を
す
る
と
と
も
に
、
駅

自
由
通
路
の
外
壁
や
内
装
な
ど
の
改
修
を

実
施
し
ま
す
。

○
坂
田
寿
線
整
備
事
業

４
，
１
８
０
万
円

　

歩
行
者
な
ど
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

坂
田
寿
線
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
翌
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
、

ス
ト
や
出
場
経
験
者
に
よ
る
講
話
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
関
係
す
る
施
設
な
ど
を
巡
る

バ
ス
ハ
イ
ク
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

○
川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改

修
事
業

１
，
８
５
０
万
円

　

川
田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
開
館

か
ら
26
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

大
規
模
改
修
工
事
に
向
け
て
の
設
計
業
務

を
実
施
し
ま
す
。

○
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
基
金
活
用
事
業

612
万
円

　

平
成
29
年
度
に
設
置
し
た
「
子
ど
も
・

子
育
て
応
援
基
金
」
へ
の
寄
附
金
を
活
用

し
、
駅
西
口
公
園
に
乳
幼
児
向
け
の
遊
具

を
設
置
し
ま
す
。

○
産
後
ケ
ア
事
業

254
万
２
千
円

　
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」、

愛
称
「
オ
ケ
ち
ゃ
る
」
に
お
い
て
、
母
子

保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
増
員
に
よ
り

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
な

い
支
援
の
更
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

「
新
生
児
産
後
ケ
ア
訪
問
事
業
」に
お
い
て
、

産
後
の
家
庭
に
助
産
師
が
訪
問
す
る
こ
と

に
よ
り
、
育
児
不
安
の
軽
減
に
取
り
組
み

ま
す
。

○
べ
に
花
の
郷
づ
く
り
事
業

728
万
円

　

べ
に
花
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
個
性
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
べ
に
花

の
咲
き
誇
る
景
観
づ
く
り
を
は
じ
め
と
す

る
啓
発
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

○
広
報
事
業

２
，
４
１
０
万
円

　

市
民
の
身
近
な
情
報
源
と
し
て
広
報
紙

や
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
り
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
、

開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

だ
れ
も
が
主
役
の
桶
川
を
つ
く
る

【
参
画
・
協
働
】

に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
産
業
】

生
き
る
力
を
育
み

次
代
に
繋
げ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
教
育
・
文
化
】

共
に
支
え
合
い
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
健
康
・
福
祉
】

環
境
に
や
さ
し
く
安
心
・
安
全
に

住
み
続
け
ら
れ
る
桶
川
を
つ
く
る

【
市
民
生
活
】

み
ど
り
と
調
和
し
た

暮
ら
し
や
す
い
桶
川
を
つ
く
る

【
み
ど
り
・
都
市
基
盤
】 坂田図書館

計
画
的
で
将
来
を
見
据
え
た

桶
川
を
つ
く
る

【
行
財
政
運
営
】 昨年のべに花まつり

オリンピックメダリスト・
中村玲子さんによる水泳指導

（昨年度事業）

※
各
事
業
は
主
な
も
の
の
概
要
、

　

順
不
同
で
す
。

今
年
度
の
主
要
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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市
民
生
活
部
市
民
課
長

兼
桶
川
市
役
所
駅
西
口
連
絡
所
長

　

松
川　

敬
【
健
康
福
祉
部
健
康
増
進
課
長

　
　
　
　
　

兼
総
務
係
長

兼
桶
川
市
保
健
セ
ン
タ
ー
館
長
】

市
民
生
活
部
安
心
安
全
課
長

　

滝
瀬　

利
二
【
図
書
館
長
兼
桶
川
市
立

図
書
館
川
田
谷
分
室
長
】

市
民
生
活
部
道
の
駅
・
飛
行
学
校
跡
地
整
備
課

長（
昇
格
）

　

山
田　

知
広
【
市
民
生
活
部
道
の
駅
・
飛
行

　
　
　
　
　
　
　

学
校
跡
地
整
備
課
副
課
長

兼
道
の
駅
整
備
係
長
】

市
民
生
活
部
農
政
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

林　

将
彦
【
総
務
部
税
務
課
長
】

健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
長（
昇
格
）

　

松
崎　

洋
孝
【
秘
書
室
秘
書
広
報
課
主
幹

兼
秘
書
係
長
】

健
康
福
祉
部
子
ど
も
未
来
課
長

　

町
田　

敦
子
【
企
画
財
政
部
人
権
・

男
女
共
同
参
画
課
長
】

健
康
福
祉
部
保
育
課
主
席
主
幹

兼
桶
川
市
鴨
川
保
育
所
長（
昇
格
）

　

大
谷　

美
智
子
【
健
康
福
祉
部
保
育
課
主
幹

兼
桶
川
市
鴨
川
保
育
所
副
所
長
】

健
康
福
祉
部
保
育
課
主
席
主
幹

兼
桶
川
市
日
出
谷
保
育
所
長（
昇
格
）

　

仙
波　

祐
子
【
健
康
福
祉
部
保
育
課
主
幹

兼
桶
川
市
日
出
谷
保
育
所
副
所
長
】

人
事
異
動

【
　
】は
旧
職
名

平
成
31
年
４
月
１
日
付
け

■
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

企
画
財
政
部
長

　

川
邉　

吉
展
【
市
民
生
活
部
長
】

市
民
生
活
部
長（
昇
格
）

　

金
子　

由
則
【
健
康
福
祉
部
副
部
長

兼
子
ど
も
未
来
課
長
】

都
市
整
備
部
長

　

白
根　

勉
【
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
】

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　

安
田　

直
弘
【
企
画
財
政
部
長
】

■
副
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

健
康
福
祉
部
副
部
長

　

稲
垣　

裕
司
【
市
民
生
活
部
副
部
長

兼
安
心
安
全
課
長
】

健
康
福
祉
部
副
参
事
兼
健
康
増
進
課
長

　

兼
桶
川
市
保
健
セ
ン
タ
ー
館
長

　

椎
橋　

康
弘
【
教
育
部
副
参
事

兼
生
涯
学
習
文
化
財
課
長
】

■
課
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

企
画
財
政
部
財
政
課
長（
昇
格
）

　

矢
代　

雅
之
【
企
画
財
政
部
財
政
課
副
課
長

兼
公
会
計
導
入
係
長
】

企
画
財
政
部
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
長

　

佐
々
木　

有
美
【
市
民
生
活
部
市
民
課
長

　
　
　
　

兼
桶
川
市
役
所
東
部
連
絡
所
長　

兼
桶
川
市
役
所
駅
西
口
連
絡
所
長
】

総
務
部
税
務
課
長（
昇
格
）

　

大
塚　

浩
正
【
総
務
部
税
務
課
副
課
長

兼
市
民
税
係
長
】

市　
長　
部　
局

都
市
整
備
部
建
築
課
主
席
主
幹兼

開
発
指
導
係
長

　

坂
田　

稔
【
都
市
整
備
部
区
画
整
理
課

主
席
主
幹
兼
坂
田
西
指
導
係
長
】

■
課
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

教
育
部
教
育
総
務
課
長（
昇
格
）

　

佐
藤　

尚
徳
【
企
画
財
政
部
企
画
調
整
課

副
課
長
兼
電
算
係
長
】

教
育
部
学
校
支
援
課
主
席
主
幹（
昇
格
）

　

吉
田　

由
紀
恵
【
教
育
部
学
校
支
援
課
主
幹
】

教
育
部
学
校
支
援
課
主
席
主
幹
兼
指
導
係
長

（
昇
格
）

　

阿
久
津　

裕
一
【
教
育
部
学
校
支
援
課
主
幹
】

教
育
部
生
涯
学
習
文
化
財
課
長（
昇
格
）

　

野
本　

光
則
【
健
康
福
祉
部
保
険
年
金
課

副
課
長
兼
国
民
健
康
保
険
係
長
】

■
副
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

監
査
委
員
事
務
局
長

兼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記（
昇
格
）

　

栗
原　

隆
【
市
民
生
活
部
農
政
課
長

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
】

■
副
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

上
尾
、
桶
川
、
伊
奈
衛
生
組
合
派
遣（
部
付
）

　

折
原　

和
彦
【
監
査
委
員
事
務
局
長

兼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書
記
】

教
育
委
員
会
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局

都
市
整
備
部
副
参
事

　

原　

聡
【
埼
玉
県
】

教
育
部
長

　

家
德　

丈
夫
【
桶
川
市
立
加
納
中
学
校
長
】

教
育
部
副
参
事
兼
学
務
課
長

　

内
田　

則
子
【
桶
川
市
立
川
田
谷
小
学
校
教
頭
】

■
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

西　

嘉
朗
【
健
康
福
祉
部
参
事

　
　
　
　
　
　
　

兼
健
康
福
祉
部
副
部
長 

兼
社
会
福
祉
課
長
】

埼
玉
県
へ
帰
任

　

曽
田　

信
行
【
都
市
整
備
部
長
】

　

肥
土　

耕
一
【
教
育
部
長
】

■
副
部
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

埼
玉
県
へ
帰
任

　

矢
澤　

等
【
教
育
部
副
部
長
兼
学
務
課
長
】

■
課
長
級
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	

　

尾
形　

初
枝
【
健
康
福
祉
部
保
育
課

主
席
主
幹
兼
桶
川
市
鴨
川
保
育
所
長
】

　

茂
手
木　

真
理
【
健
康
福
祉
部
保
育
課

主
席
主
幹
兼
桶
川
市
日
出
谷
保
育
所
長
】

埼
玉
県
へ
帰
任

　

増
田　

公
之
【
教
育
部
学
校
支
援
課主席

主
幹
】

派
遣
職
員

　
平
成
31
年
３
月
31
日
付
け　

 

退
職
者

　
平
成
31
年
４
月
１
日
付
け　

 

採
用
者

平成29年度財務書類（一般会計）から見る市の財政状況
　平成28年度決算から「統一的な基準」※に基づき、財務書類を作成し公表しています。なお、詳細に
ついては、市ホームページに掲載していますのでご覧ください。

詳しくは 詩財政課☎788－4905

②行政コスト計算書
　１年間の資産形成に結びつかない行政サービスに係
る費用と、その行政サービスの直接対価として得られ
た使用料・手数料などの収益を対比させたものです。

　経常費用は202億円で、行政サービスの対価とし
て市民が負担した経常収益は７億円となり、純行政
コストは195億円となりました。

経常費用 ２０２億円
経常収益（使用料・手数料など） ７億円
純経常行政コスト １９５億円
臨時損益 ０円
純行政コスト １９５億円

①貸借対照表
　貸借対照表は、基準日時点において桶川市が住民サービスを提供するために保有している財産（資産）と、
その資産をどのような財源（負債・純資産）で賄ってきたかを総括的に対照表示した一覧表です。例えば、学
校や道路などの整備にいくらお金を使って、どれだけの資産が蓄えられたか、それらを整備するための負債が
どれだけあるのかなどを明らかにするものです。

　資産は601億円あり、そのほとんどは、学校、庁舎などの事業資産や道路、公園などのインフラ資産です。
その資産は、これまでの世代が負担してきた純資産317億円と、将来世代が負担する地方債などの負債284億円
を原資としています。

資産� ６０１億円 負債（将来世代が負担する金額）� ２８４億円
内訳　有形固定資産など� ５６２億円
　　　　（道路、公園、学校などの土地や建物）
　　　投資その他の資産� ２２億円
　　　　（基金、出資金、長期延滞債権など）
　　　流動資産� １７億円

純資産（これまでの世代が負担した金額）� ３１７億円

③純資産変動計算書
　貸借対照表の純資産が１年間でどのように変動し
たかを示したもので、今までの世代が負担した額の
変動を表したものです。

　本年度純資産は、年度を通して大きな変動はあり
ませんでした。

前年度末純資産残高 ３１７億円
本年度純資産変動額 ０円
純行政コスト △１９５億円
財源（税収等、国庫等補助金） １８９億円
その他 ６億円

本年度末純資産残高 ３１７億円

④資金収支計算書
　１年間の資金の増減を、「業務活動収支」「投資活動
収支」「財務活動収支」の３区分に分け、どのような活
動に資金が必要であったかを示しています。

　本年度資金収支額は９千万円のプラスであり、本年
度末現金預金残高は５.５億円となりました。	

前年度末資金残高 ４.０億円
本年度資金収支額 ０.９億円
業務活動収支 ２.９億円
投資活動収支 △２４.３億円
財務活動収支 ２２.３億円

本年度末歳計外現金残高 ０.６億円
本年度末現金預金残高 ５.５億円

　これまでは、各自治体が、様々な基準に基づき財務書
類を作成していましたが、同じ基準でないため、自治体
間の比較が難しいなどの課題がありました。このため、
平成26年度に国から「統一的な基準」が示され、全国の
自治体に対し、この基準に沿った財務書類を作成するよ
う求められています。

※「統一的な基準」とは？

資　　　産 ８０ 万円
負　　　債 ３８ 万円
純　資　産 ４２ 万円
行政コスト ２６ 万円

市民１人あたりにするといくら？

人口75,258人（平成30年３月31日現在）



82019. 59 2019. 5

前回の４月号では、国民健康保険税の改正点について説明しました。
今回は、様々なモデルケースをもとに影響額について見てみましょう。

詳しくは 詩保険年金課☎788－4941

令和元年度から桶川市の　　　
国民健康保険税が変わります！

国保税の改正によって、税額はどうなるの？

●❶単身世帯（20歳代、給与200万円、固定資産税なし）の場合

●❷ 65歳以上夫婦
　　（夫 年金240万円、妻 年金50万円、固定資産税あり・なし）の場合

●❸ 40歳代夫婦
　　（給与400万円、子ども15歳１人、固定資産税あり・なし）の場合

●❹ 40歳代夫婦
　　（給与400万円、子ども〔15歳１人、12歳１人〕、固定資産税あり・なし）の場合

固　定
資産税

被保険者数
給与収入 課税所得 固定資産税額うち40歳

～64歳

なし ３人 ２人 4,000,000円 2,330,000円 0円

あり ３人 ２人 4,000,000円 2,330,000円 100,000円

固　定
資産税

被保険者数
給与収入 課税所得 固定資産税額うち40歳

～64歳

なし ４人 ２人 4,000,000円 2,330,000円 0円

あり ４人 ２人 4,000,000円 2,330,000円 100,000円

固　定
資産税 軽減 被保険者数 公的年金収入 課税所得 固定資産税額

なし ※
２割 ２人 2,900,000円 870,000円 0円

あり ※
２割 ２人 2,900,000円 870,000円 100,000円

固定資産税 平成30年度 令和元年度

なしの場合
税　額 305,900円 372,100円 

改正影響額 ＊＊＊＊＊ 66,200円

ありの場合
税　額 335,900円 372,100円

改正影響額 ＊＊＊＊＊ 36,200円 平成30年度 令和元年度
税　額 107,400円 115,700円 

改正影響額 ＊＊＊＊＊ 8,300円

固定資産税 平成30年度 令和元年度

なしの場合
税　額 323,600円 ※405,100円 

改正影響額 ＊＊＊＊＊ 81,500円

ありの場合
税　額 353,600円 ※405,100円

改正影響額 ＊＊＊＊＊ 51,500円 

税額はこうなります

税額はこうなります
税額はこうなります

税額はこうなります

※減免申請をする
ことによって、
この税額から減
免されます。

※一定の所得以下の世帯（未申告者がいる世帯を除きます。）のため、
　２割の軽減適用後の税額になっています。

固定資産税 平成30年度 令和元年度

なしの場合
税　額 113,200円 133,700円 

改正影響額 ＊＊＊＊＊ 20,500円 

ありの場合
税　額 143,200円 133,700円

改正影響額 ＊＊＊＊＊ ▲9,500円 

固　定
資産税 被保険者数 給与収入 課税所得 固定資産税額

なし １人 2,000,000円 890,000円 0円

次号は、国民健康保険税の計算方法について掲載する予定です。


